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４Ｒとは環境先進国ヨーロッパのゴミ処理の原則で、現在は４Ｒによってゴミを大幅に削減することに成功しています。


まずはRefuse，Reduce（やめる、減らす）。企業責任としてゴミになるものは作らない、売らない。市民責任としてゴミになるものを持ち帰らない、買わない。


そのうえで、使ったものをReuse（再利用する）。以上の３Rでまずゴミを減らすことが大切です。�その後にRecycle（再資源化）となります。再生品より再使用、それよりもそもそもリサイクルすべきゴミを減らすことが最善なことです。





適正処理の推進�「ゴミ」はゴミ箱に捨てて終わりではありません。収集、再分別、リサイクル、焼却、埋め立てなど、処理にかかる手間と費用は大変なものです。家庭のゴミ処理には私達の税金がたくさん使われています。企業が出すゴミはその企業が責任を取らねばなりません。特に産業廃棄物に指定されているものは、不法投棄されることがないよう最終処分されるまでゴミを出した企業が責任を負います。適正な事業者に委託して、適正な費用を負担し、適正に処理をすること、適正な処理がされているか管理することが義務付けられています。











